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相続預金払戻しの
必要書類の見方

ケース
で
学ぶ

回
は
保
管
制
度
を
利
用
し
て
い

な
い
自
筆
証
書
遺
言
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
今
回
は
保
管
制
度
を
利
用

し
た
自
筆
証
書
遺
言
を
解
説
し
ま
す
。

　

自
筆
証
書
は
、
遺
言
者
自
身
で
作
成

す
る
遺
言
書
で
、
遺
言
書
の
本
文
を
自

筆
で
書
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
財

産
目
録
は
ワ
ー
プ
ロ
や
通
帳
等
の
コ
ピ

ー
で
の
作
成
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
筆
証
書
遺
言
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
手

間
や
費
用
が
か
か
ら
な
い
こ
と
、
遺
言

の
内
容
や
遺
言
を
遺
し
た
こ
と
自
体
を

の
払
戻
手
続
き
は
遺
言
執
行
者
の
み
の

署
名
押
印
で
よ
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

遺
言
執
行
者
が
指
定
さ
れ
て
い
な
い

場
合
に
は
、
相
続
届
な
ど
一
定
の
書
類

に
相
続
人
・
受
遺
者
全
員
の
署
名
押
印

と
印
鑑
証
明
書
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
自
行
庫
で
の
取
扱
い
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

続
い
て
自
店
に
存
在
す
る
預
金
者
の

取
引
を
洗
い
出
し
、
遺
言
書
の
記
載
内

容
と
照
合
し
ま
す
。
遺
言
書
に
記
載
さ

れ
て
い
な
い
相
続
預
金
が
あ
れ
ば
、
遺

産
分
割
協
議
書
の
作
成
ま
た
は
相
続
届

に
よ
り
記
載
外
の
相
続
預
金
の
承
継
者

を
決
め
て
も
ら
い
ま
す
。
な
お
、
記
載

外
の
財
産
の
承
継
者
が
定
め
て
あ
る
場

合
は
、
そ
の
承
継
者
が
記
載
外
の
相
続

預
金
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

保
管
制
度
は
、
日
付
や
氏
名
の
記
載

な
ど
の
遺
言
書
の
様
式
面
で
の
審
査
と

保
管
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
保
管
制

度
を
利
用
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の

遺
言
書
の
内
容
が
信
頼
性
に
足
る
も
の

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

全
財
産
が
特
定
の
人
に
遺
贈
さ
れ
る

な
ど
不
自
然
と
思
わ
れ
る
内
容
の
場
合

に
は
、
安
易
な
名
義
変
更
手
続
き
を
行

う
と
他
の
相
続
人
か
ら
責
任
を
追
及
さ

れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
相
続
届
に
他
の
相
続

人
全
員
の
署
名
押
印
を
求
め
た
ほ
う
が

よ
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
上
司
に
判

断
を
求
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

秘
密
に
で
き
る
こ
と
で
す
。
反
面
、
形

式
不
備
に
よ
り
そ
の
有
効
性
や
解
釈
が

争
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
本
人

が
書
い
た
も
の
か
ど
う
か
争
点
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
紛
失
や
破
棄
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、
相
続
発
生
後

に
家
庭
裁
判
所
の
検
認
が
必
要
で
あ
る

こ
と
が
デ
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

令
和
２
年
７
月
10
日
よ
り
全
国
の
特

定
の
法
務
局
（
遺
言
書
保
管
所
）
に
お

い
て
、
自
筆
証
書
遺
言
の
デ
メ
リ
ッ
ト

の
一
部
を
補
完
す
る
「
自
筆
証
書
遺
言

の
保
管
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

保
管
制
度
の
大
ま
か
な
流
れ
は
、
①

遺
言
者
本
人
が
自
筆
証
書
遺
言
を
法
務

局
に
持
参
し
、
②
法
務
局
で
本
人
確
認

と
遺
言
書
の
様
式
の
確
認
を
行
い
、
③

遺
言
書
の
原
本
を
法
務
局
で
保
管
す
る

│
と
な
り
ま
す
。
遺
言
者
の
住
所

地
・
本
籍
地
・
所
有
す
る
不
動
産
の
所

在
地
の
い
ず
れ
か
を
管
轄
す
る
遺
言
書

保
管
所
で
申
請
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
遺
言
書
の
内
容
や
存
在
は
、

遺
言
者
が
存
命
中
に
は
、
他
人
は
遺
言

書
保
管
所
に
対
し
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

保
管
制
度
を
利
用
す
る
と
遺
言
書
を
安

全
に
保
管
で
き
、
あ
る
は
ず
の
遺
言
書

が
見
つ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル

を
避
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
家
庭
裁
判
所

で
の
検
認
手
続
き
が
不
要
に
な
り
、
遺

言
者
死
亡
後
の
相
続
手
続
き
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
ま
す
。

　

遺
言
者
の
死
亡
後
に
、
相
続
人
や
受

遺
者
（
遺
言
に
よ
っ
て
遺
産
を
受
贈
さ

れ
る
人
）
は
遺
言
書
保
管
所
で
「
遺
言

書
情
報
証
明
書
」
の
交
付
請
求
を
し
ま

す
（
全
国
の
遺
言
書
保
管
所
で
請
求
可

能
）。
交
付
請
求
を
行
う
と
、
法
務
局

か
ら
他
の
相
続
人
や
受
遺
者
、
遺
言
執

行
者
に
対
し
「
遺
言
書
を
保
管
し
て
い

る
旨
」
を
通
知
す
る
仕
組
み
で
す
。

遺
言
執
行
者
が 

指
定
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
確
認

　

そ
れ
で
は
、
遺
言
書
情
報
証
明
書

（
サ
ン
プ
ル
）
を
も
と
に
解
説
し
ま
し

ょ
う
。
ま
ず
、
遺
言
者
の
死
亡
を
被
相

続
人
の
戸
籍
謄
本
で
確
認
し
ま
す
。

　

次
に
遺
言
執
行
者
が
指
定
さ
れ
て
い

る
か
を
確
か
め
ま
す
。
遺
言
執
行
者

は
、
遺
言
書
の
内
容
に
基
づ
い
て
、
遺

産
の
名
義
変
更
手
続
き
を
単
独
で
行
う

権
限
が
あ
り
ま
す
。
遺
言
執
行
者
が
指

定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
相
続
預
金

●	令和２年７月10日より、
自筆証書遺言の保管制度
が始まる

●	保管制度を利用すると遺
言書を安全に保管でき、
検認が不要になる

ポイント

●遺言書情報証明書のサンプル

お客様から相続預金の払戻しを依頼され、自筆
証書遺言（保管制度利用あり）の提出を受けま
した。この場合、どのように対応
し、どんな点を確認すればよいので
しょうか。

自筆証書遺言（保管制度利用
あり）を提出された場合の見方

第５回

前

遺言書
　遺言者 近代太郎は、次のとおり遺言する。
　１条　遺言者は、その所有する次の財産を妻花子に相続させる。
　　一、ひのくに信用金庫　水前寺支店に所在する下記 預金
　　　　　普通預金　口座番号　１３５７９

略
　3条　遺言者は、上記以外の一切の財産を妻花子に相続させる。
　4条　‌�遺言者は、本遺言の執行者として長男一郎を指定し、遺言執行者に対し預貯

金の名義変更、払い戻し及び解約その他遺言の執行に必要な一切の行為をす
る権限を与える。

　令和２年４月１日　　遺言者　近代　太郎　　　㊞
整理番号ア000001　　　　　　　保管番号　H0101-202007-100� 3/4

遺言書
作成の年月日 令和２年４月1日
保管を開始した年月日 令和２年7月２０日
遺言書が保管されている遺言書保管所の名称 熊本地方法務局
保管番号 H0101-202007-100
受遺者等
氏名又は名称 近代花子
住所 熊本県熊本市中央区水前寺１４１４番地
氏名又は名称 近代一郎
住所 大分県大分市大分1番地
遺言執行者等
氏名又は名称 近代一郎
住所 大分県大分市大分1番地

整理番号ア000001� 2/4

　上記のとおり遺言書保管ファイルに記録されていることを証明する。
令和２年８月１５日　　熊本地方法務局　遺言書保管官　法務　三郎　　㊞
整理番号ア000001� 4/4

遺言書情報証明書
遺言者
氏名 近代　太郎
出生の年月日 昭和28年2月8日
住所 熊本県熊本市中央区水前寺１４１４番地
本籍又は国籍（国又は地域） 熊本県熊本市中央区水前寺１４１４番地

整理番号ア000001� 1/4

預金者の遺言
書であるか確
認

遺言書に記載
された相続預
金と自店の相
続預金等を照
合

遺言書に相続
預金の漏れが
ある場合に、
記載外の財産
の承継者がだ
れであるのか
確認

遺言執行者が
指定されてい
るか確認

遺言書の作成
日について確
認

遺言者・受遺
者・遺言執行
者など当事者
の情報につい
て遺言書本文
の内容と照合


